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「お金のヒミツや仕組み」をより分かりやすく 

＜東京五輪後の景気はどうなる？過去開催国 

の株価動向から見る 2020年の後＞ 
 

 オリンピックが経済的に大きなイベントであることは疑う余地はありません。 

1964年に開催された東京五輪は、日本の高度経済成長時代を推進する原動力となりました。 

2020年の東京五輪は日本経済にどのような影響を与えるのでしょうか。 

 過去の五輪開催国のケースなどを参考に、検証してみましょう。 

1．東京五輪の経済効果は 3兆円？株はどうなる？ 

オリンピックといえば、スポーツ施設をはじめ道路や鉄道などのインフラ整備、外国人観光客のため 

の宿泊施設建設などなど、数多くの先行投資を余儀なくされます。企業は設備投資を活発にして、外 

国からも投資マネーが入ってくることになります。 

 

  企業業績は上昇し、株価も上がります。実際に、東京五輪開催が決定した 2013年 9月 8日直後か 

ら日経平均株価は上昇基調となり、しばらくは株式市場も大いに沸きました。 

 

 そもそも東京五輪の経済効果は、東京オリンピック・パラリンピック委員会が 2012年に発表した数字 

によると 2兆 9600億円で、15万人の雇用創出効果があると試算しています。 

 

  二次的な波及効果として新規雇用者の所得増などを含めると、総額は 5兆円に達すると言われて 

いますが、日本の GDPは年間約 490兆円（2014年度、名目）ですから、5兆円という経済規模効果が 

微々たるものであることが分かるはずです。 

 

 実際、少なくとも先進国でのオリンピックはその国の経済成長率を大きく上昇させることは少なく、株 

価も一本調子で上昇するといった現象はほとんど起きていません。 

 

 

2．順調だったのはオーストラリアのみ？ 
実際に、2000年以降のオリンピック開催国の株価の推移を見てみましょう。株価や経済がど 

う動いたのでしょうか。過去のケースを見れば、東京五輪の今後が分かるかもしれません。 
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＜2000 年 シドニー（オーストラリア）＞ 

1993 年 9月に開催地として決定して以降、オーストラリア（以下、豪）の株価指数は順調に 

上昇トレンドを描きました。開催決定時 2000ポイント前後だった「ASX全普通株指数」も、 

開催時の 2000 年 9 月には 3200 ポイント前後まで上昇。五輪終了後もしばらくは上昇を続け、 

豪経済全体の成長に貢献したと言っていいでしょう。 

 

 
 

 ＜2004 年 アテネ（ギリシャ）＞ 

開催が決まった 1997年 9月直後から株価は急騰し、「アテネ総合指数」はわずか 2年余りで 

4倍近くまで上昇します。ところが、2000年に ITバブル崩壊が起こり、株価指数は 6000ポイ 

ント台から一気に開催決定時の 1000ポイント台にまで大暴落し、「往ってこい」の株価推移と 

なりました。結局、2004年 8月の五輪開催時には 2500ポイント前後になり、五輪終了後も上 

昇を続けました。開催決定から開催までの平均実質 GDP成長率は 3.9％（7年間）でした。 
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＜2008 年 北京（中国）＞ 

中国の代表的な平均株価「上海 A株」は、2001 年 7月の五輪開催決定以後もずるずると低迷 

を続けます。ITバブル崩壊が原因となって調整期間が続き、開催決定時 2000ポイント前後だ 

った株価は半値の 1000ポイントの半値まで下落します。その後わずか 2年で 6000ポイントま 

で急騰しましたが、そこでリーマンショックが発生し株価は再び大きく下落します。五輪開催 

時には 3000ポイント以下となり、その後も株価は下落します。五輪開催前年の 2007年の GDP 

成長率は 14.2％で、開催年の 2008年は 9.6％に下落しました。五輪景気の反動とも考えられま 

すが、むしろリーマンショックの影響かもしれません。 

 

 
 

＜2012 年 ロンドン（英国）＞ 

開催決定の 2005年 7月以降、平均株価の「FTSE100」は 30％程度の上昇を遂げます。しか 

し、3年後のリーマンショックで株価は大きく下落します。開催決定時 5500 ポイント程度だっ 

た株価は 4000ポイントを切り、その後 2012年 7月の五輪開催には開催時と同じレベルに回復 

します。五輪後も株価は上昇を続け、景気も回復します。とはいえ、開催決定から開催までの 7 

年間の実質平均成長率は年 1.0％で、2000年以降の五輪開催国では最低です。 
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＜2016 年 リオデジャネイロ（ブラジル）＞ 

2016 年 8月に開催されたリオデジャネイロ（ブラジル）は、2009 年 10 月に開催が決定し、

平均株価の「ボベスパ指数」は 6万ポイントから 7万ポイント超に一時的な上昇を遂げたもの

の、2016 年 8月 5日時点で 57661 ポイントとなりました。2016年年始にあった資源価格の急

落に伴い、資源国の株価は大きく値下がりしたことが痛手となりました。 

 

 
 

（出所：全てブルームバーグ） 

 

3. 五輪開催よりも世界の経済動向に左右される平均株価？ 

こうしてみると、五輪開催以後も景気が上向いて株価が上昇したのはオーストラリアぐらい 

です。他国は、すべて ITバブル崩壊やリーマンショックの影響を色濃く受けていることが分か 

ります。つまり、五輪開催による経済成長はある程度は見込めるものの、世界的な景気変動や 

株の暴落には五輪といえども抵抗できないと考えていいようです。 

 

 こうした背景には、金融市場がヘッジファンドなどのリスクマネーによって大きく動いてい 

るために、バブル崩壊のような変動幅の大きな相場になった場合グローバルな投資資金は一斉 

に米ドルや円などの安全資産に逃避する傾向があるからと言っていいでしょう。 

 

 問題は、2020年の東京五輪まで株価は上昇するのかどうかですが、結論を言えば世界経済の 

動向次第と言っていいかもしれません。世界的に何も起こらなければ、アベノミクスによる量 

的緩和や円安政策、そして東京五輪という特需があるため企業業績が向上する可能性がありま 

す。 

 

 五輪のような経済イベントは、ある意味で需要の先取りになります。五輪開催決定以降、一 

度は好景気に沸くものの通常は 2年程度で景気減速がみられるケースが多いようです。開催直 

前になってテレビの売り上げ増加など一部個人消費の向上が見られる場合もありますが、経済 

全体からすれば微々たるもの。五輪というイベントの過大評価は禁物かもしれません。 
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＞＞更に資産運用に関する情報を見られたい方は向け。 

お金のプロを目指す！「日税 FPフォーラム」はこちら 

⇒http://www.nichizei.com/fpforum.html 

 

＜著者プロフィール＞ 

福田 猛 

ファイナンシャルスタンダード株式会社 代表取締役  

大手証券会社入社後、10年間、1,000人以上の資産運用コンサルティングを経験。2012年ＩＦ

Ａ法人であるファイナンシャルスタンダード株式会社を設立。独立系資産運用アドバイザーと

して数多くのセミナーを主催し、幅広い年齢層の顧客から支持を受け活躍中。 

著書に「金融機関が教えてくれない 本当に買うべき投資信託」（幻冬舎）がある。 

２０１５年楽天証券ＩＦＡサミットにて独立系ファイナンシャルアドバイザーで総合１位を受

賞。 

■■■■■ 著 作 権 な ど ■■■■■ 

著作権者の承諾なしにコンテンツを複製、他の電子メディアや印刷物などに再利用(転用)することは、

著作権法に触れる行為となります。また、メールマガジンにより専門的アドバイスまたはサービスを提

供するものではありません。貴社の事業に影響を及ぼす可能性のある一切の決定または行為を行う

前に必ず資格のある専門家のアドバイスを受ける必要があります。メールマガジンにより依拠すること

によりメールマガジンをお読み頂いている方々が被った損失について一切責任を負わないものとしま

す。 

  参考 

経済金融情報メディア「F-Style」：https://fstandard.co.jp/column/ 

“F-Style”とは？ 

人々のくらしと密接に関わる「お金のヒミツや仕組み」を、より分かりやすくお伝えする経済金融メディ

アです。 

 

http://www.nichizei.com/fpforum.html
https://fstandard.co.jp/column/

